
特
集
特
集
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

◆特集：【チャレンジ】･･･01 ～ 04
◆今、こんな仕事しています ･･･05 ～ 08
◆近況＆イベントのお知らせ ･･･09 ～ 10
◆まちかど ･･･ 裏表紙
・消えるクラヤミと梅北道路の復活

（写真）チャレンジする子どもたち
　撮影：岡崎まり・仲野めぐみ

VOL.207 ISSN 2432-5295



次
サスティナビリティマネジメントグループ／伊藤栄俊

右も左もわからないまま、環境省への出向が始まり、気
が付けば２年の任期が終わる間近になりました。初めの
頃は（今もですが…）、膨大な業務量に圧倒され、事業
の目的や内容、制度について理解する余裕もありません

でしたが、少しずつわかってくるにつれ、国
の制度や事業をうまく活用していけたらと感
じるようになりました。環境省での経験を次
の展開へ活かしていきたいと思います。

の展開へ

今
地域再生デザイングループ／大河内雅司

年こそ「食」にチャレンジ

今
地域再生デザイングループ／石井努

年は積極的にスポーツをしたいと思います

心
都市・地域プランニンググループ／石川聡史

に余裕を持つ

「韓
地域産業イノベーショングループ／片山麻衣

高校生の頃、韓国ドラマの俳優にはまり、韓国に興味を
持ち始めました。大学では、韓国の留学生に韓国語を習
い、夏休みには２週間韓国の大学に通い、卒業旅行は韓
国に行きました。その頃から早数年、韓国に行くことも
もなくなってしまいました。しかし、最近、若者の間で
話題の韓国の女性グループ「TWICE」。この私もまんま
とはまり、韓国熱が再燃した次第です。まずは、彼女達
の曲が歌えるよう韓国語習得に励みます！

国語の習得」にチャレンジ！

脱
サスティナビリティマネジメントグループ／駒和磨

・背番号 3桁

スポーツに関連する業務に携わる中で、これまでに経験
してきた自分のスポーツ履歴や子どもの部活動への付き
添い等が仕事に活きていることを実感しています。
地域に暮らす一人の市民として自らスポーツに携わり、
「スポーツ」に関する実情を把握するため、さらには健
康づくりや家族・仲間との時間をつくるため、今年は、
積極的に「する」「みる」「支える」スポーツをしたいと
思います。

50 代を折り返し、家庭では子育てから解放されて、相
方と二人の生活になった。そこで、チャレンジすべきは
「食」、自分で料理することである。衣食住に係る生活デ
ザインチームの一員として、上げ膳据え膳では仕事上の
説得力に欠ける。なにより、自立は遠のき、将来、男や
もめになったときに心許ない。料理本の積読状態からも
卒業だ。しかし、相方から鋭い突っ込みが「洗い物から
始めてよね」。ごもっともです。

大学（農学部）で農業や生態学を学びつつ、課外活動で
小学生の環境学習の講師をしていましたが、仕事で発揮
できるスキルとしては、あまりに中途半端な実力です。
野球でいうと、背番号 3桁のスキルです。この 1年は、
自身のスキルをブラッシュアップし、背番号 2桁以上（１
軍）を目指します。また、プライベートで密かに目標に
している「日本 100 高山制覇」も少しずつチャレンジし
ていきたいです。

これまで年始に何か目標を決めて、がんばろうとしたこ
とはありましたが、継続させていくことは難しいですね。
むしろ日々の生活や仕事の中で面白いこと、興味の持て
ることが見つかったとき、自然にそれ取り組んできたこ
とのほうがうまくいったように思います。ですので、今
年のチャレンジは「何か面白そうなことを見つけたとき
にそれをがんばれるよう心に余裕を持つ」ってことにし
ておきます。
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鷹
都市・地域プランニンググループ／清水紀行

MLB では「チャレンジ」と称するビデオ判定制度が導入
されており、他競技でも同様の制度の導入が進みつつあ
る。人間がする事に完璧などあり得ないとは思う。しか
し、一歩立ち止まり検証するという意味では有意義であ
ろう。このシステムにはホークアイという電子審判技術
が用いられるそうだ。私も自分の判断に胡坐をかかず「鷹
の目」のように俯瞰的な視点で物事を見つめるよう心が
けたい。

の目のようにス
都市・地域プランニンググループ／中井翔太

ある哲学者は言いました。「魅力あるものは、一貫した
スタイルを持つことでジレンマに折り合いを付けてい
る」と。「自分なりの判断基準を持ちなさい」というこ
とでしょうか。私の場合はとりあえず不惑までも 10 年
あります故、まだまだ確固たるスタイルは築けそうにあ
りませんが、今年も日々出合う様々な価値観にあてられ
ながら、右往左往しつつも、しっくりくるものを探して
いきたいと思います。

タイルを探す

生
サスティナビリティマネジメントグループ／長沢弘樹

２
公共マネジメントグループ／田口智弘

000km

住
地域再生デザイングループ／竹内和巳

んでいる地域の魅力を知る

元
地域再生デザイングループ／堂本健史

不動産屋の挑戦

見
総務部／仲野めぐみ

５歳になる下の息子は、いつも見えない敵と戦っている。
そんな彼も４月からはいよいよ小学生。上の子も、もう
４年生になる。ママ、ママとくっついてきてくれるのも
今のうち。そう思うと、今まさにかけがえのない時を過
ごしているのだと思う。だから 1年、1カ月、1日を大
事に過ごさなければならない。私もいつも追われてしま
う「時間」という見えない敵と戦おう。
大切なものを見失わないように！

えない敵への挑戦

小
地域再生デザイングループ／西村創

さなことからコツコツと

今年私がチャレンジしたいことは「住んでいる地域の魅
力を知る」です。昨春から東成区に住んでいるのですが、
自治会に入るどころか、おいしいご飯が食べられるとこ

ろや、近くでほっとできるスポット
さえわからない状態です。今年は地
域の中でお気に入りの場所を少しず
つ増やしていきたいと思います。と
いうことで東成区探検隊（まだ 1人
ですが）発足しました。

オイル交換でショップを訪れる度、ODDメーターをのぞ
き込んだメカニックさんに「乗らないとパーツが劣化し
ますよ、バイクがかわいそうだから走ってあげて」とや
んわり窘

たしな

められる。床の間に飾っ
ておくつもりで入手したわけでは
ないのだが、時間がない。そうか、
バイクで出張すれば…。あまたもっ
たいない資源の見直しをめざして
まずは 2000km。

先日、近所の銭湯で「何年くらいになる？」と聞かれ、「15
年くらい」と応えて自分でも驚きました。喫茶店や床屋
も同様です。飽きもせず通っていられるのは「生活の柄」
（©高田渡）が身についてきたからでしょうか。その一方、
近年はこれまでと違う新たな分野の業務に関わることが
増えました。ベースとなる日常や業務の本質をキープし
つつ、今後も積極的に新たな取組／分野にチャレンジし
たいと思います。

心も体も一回り、二回り大きくさせていただいた大事な
プロジェクトが昨年末に一区切りしました。その反動で
はないですが、今年は大きな羽ばたきではないかもしれ
ませんが、小さなことからコツコツと歩みを進めたいと
思っています。「自己研鑽によるスキルアップ（資格取
得）」「一緒に仕事する仲間との成長」「また大きく羽ば
たくための新しい事業の種探し」の 3つにより、一回り
大きな自分をめざします。

今年は、PPP/PFI アドバイザーとして、依頼を受けたプ
ロジェクトを必ず一歩前進させることが目標です。
さて、そう簡単ではないこの「一歩」ですが、私は前職
が不動産屋だった人間なので、まず土地がもつ魅力から
入ろうというのが私のチャレンジです。
1　まず、その土地がもつ魅力を見極める。
2　次に、魅力を活かせる運営を見極める。
3　最後に、どんなものをつくるかを見極める。

活の柄を保ちつつ
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２
建築プランニング・デザイングループ／樋口彩子

いつも何か新しいことにはチャレンジするけど、それが
続かないってこと、ありますよね。私はいつもそんな感
じです。だから今年こそは、はじめの１歩だけではなく、
２歩目も踏み出す年にしたい。人に対しても、仕事に対

しても、プライベートでも。
そうしてなんとなくでもい
いから、ずっと転がっていっ
たらと思います。

歩目を踏み出す年にしたい

体
建築プランニング・デザイングループ／増見康平

脂肪率９％で勝ち取る一級建築士

仕
都市・地域プランニンググループ／松下藍子

昨年から月３回ですが仕事帰りに教室に通い、生け花を
始めました。生け花の良さは、空間的・色彩的バランス
のセンス磨きになること、集中して取り組めること、癒
しになることです。腕前はまだまだ初心者 ･･･ というと
ころですが、今年は展覧会があるのでレベルアップを目
指します。趣味の時間も大切に、仕事とい
いバランスをとりながら楽しみたいと思い
ます。

事と趣味、両方を楽しむ

体
公共マネジメントグループ／丸井和彦

型をどげんかせんといかん！

昨年の目標を「ヘルシーボディー」とし、食事と睡眠に
気をつかっていましたが、年に２回しかサッカーをする
機会がなく、体脂肪の増加と筋肉の衰えを感じました。
よって今年は、運動の機会を定期的に
つくり、体脂肪率９％以下の身体に
チャレンジしたいと思います。また、
その健康体で一級建築士の資格を勝
ち取りたいと思います。

健康診断でメタボ予備軍と通告されてしまったワタク
シ。ハタチのときから 25kg 太ってしまいました。今年
こそは何とかして、標準体型に戻らないといけません（毎

年言っている気が…）。まずは、みか
んダイエットをスタートさせていき
ます。仕事面では入社 2年目を迎え
るにあたり、今以上に「効率性」を
重視して取り組みたいと思います。

何
地域再生デザイングループ／羽田拓也

者なのかを模索する

カ
地域産業イノベーショングループ／原田弘之

レー。ルーか食材か？

震災復興の業務などを通じ、地域を取り巻く流れの中で
今起きている変化や動きをどう捉えるのか。立ち向かう
のか、受け容れるのか。その上でどうする（動く）のか
を考え、取り組んでいくことが重要だと感じています。
これからの時代や社会において、求められる職能と立場
は何か、自分は何ができるのかを考え、地域と向き合っ
ていきたいと思います。（目の前の動きに左右されがち
ですが……）

もともと持っている個性的な食材の味を楽しめる料理が
好きです。写真はカレーです
が、ルーが主役ではなく、地
域の食材が、焼いたり、揚げ
たり、生のまま主役を張って
います。引き続き、そんな地
域づくりを応援していきます。
でも、ルーの味も大切です。

“都
建築プランニング・デザイングループ／塗師木伸介

昨年末より大阪市内の築 60 年に迫る市街地住宅に移り
住みました。建物自体は程良く古さを感じさせる改修が
行われているとともに、徒歩圏内に公園や図書館、飲食
店、雑貨屋が広がり、非常に便利な立地です。歴史ある
建物内の暮らしを充実させ、楽しむこと
も大切ですが、周辺の様々な要素を活用
し、“ 都市に住まう ” 楽しみを少しずつ発
見し、満喫したいと思います。

市に住まう ”を楽しむ

バ
都市・地域プランニンググループ／橋本晋輔

ランスよくチャレンジ！

子どもが大きくなるにつれて、地域とのつながりがで
き、色々と活動する場面が増えてきました。身近なこ
とを自分事として考え、みんなで話し合い、取り組む
楽しさを感じています。「仕事が忙しくて…」とついつ
い言ってしまいますが、仕事の時間もそれ以外の時間
も自分の人生。「ワーク」と「ライフ」という枠にこだ
わらず、様々なことにバランスよくチャレンジできる
１年にしたいです。
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歴
建築プランニング・デザイングループ／三浦健史

昨秋に、ある著名な建築家の方の講演を聞いて、心に響
いた言葉です。
自らを振り返ると、目先の作業に追われて本質的なこと
や意義などに思いが及ばなかったり、忘れてしまいがち
で、大いに反省しました。
改めて初心に帰り、一つ一つのお仕事を、
ビジョンを広く深くして取り組む。これ
を私の今年のチャレンジとします。

史の文脈で自らを問い直す

地域産業イノベーショングループ／山部健介

専門分野以外にも幅広く知見を広げたいと思います。業
務上、企業の方と接する機会が多く、部門も研究開発か
ら営業まで様々です。そこで痛感したことは、会話の引

出しの多さ、奥行きの深さがいか
に大事かということです。「貪欲
に学ぶこと」、「前に出ること」を
モットーに、より味わい深く、「コ
シ」のある人間を目指して頑張り
ます。

こ
都市・地域プランニンググループ／依藤光代

熱

近
地域産業イノベーショングループ／武藤健司

未来をイメージ

コ
総務部／柳井正義

ップの水

駆
建築プランニング・デザイングループ／和田裕介

この原稿が印刷される頃には、初めてのフルマラソン（平
成 29年 12月 10日開催「奈良マラソン 2017」）を、見
事に完走していることかと思うのですが、今年も、昨年

に引き続いて、フルマラソンに出場、
そして、完走することが目標です。
さらには、競争率が極めて高い大阪
マラソンの出場権を勝ち取り、晩秋
の御堂筋を駆け抜けたいと思います。

け抜ける喜び

や
公共マネジメントグループ／渡邊美穂

りたいと思ったことをする

農地でドローンを飛ばすイベントを企画しました。上空
150mから観る景色は、飛び回る鳥になった気分で、普

段は気づかない新しい世界へと連れ
て行ってくれます（うきうきします）。
また、農地にドローンが飛ぶ光景は、
そう遠くない日常にも思えます。そ
んなドローンのように、新しい気づ
きを与える仕事をしたいです。

昨年はまさしく転機の年となりました。入社前は文化
財や伝統産業等の歴史文化に関心を持っておりました
が、文化振興計画策定業務等を通じて、歴史文化だけ
でなく芸術や現代文化にも関心の幅
が広がりました。今年は、文化政策
関連の本を読み漁り、文化施設にも
より多く訪れる１年にしたいと思い
ます。

今年は長男が 3歳、次男が 1歳になります。周りの物事
への関心が高まると思われるので、学びのためのきっか
けをつくり、学びのプロセスを共に楽しみたいです。幼
児や児童のまちづくり学習等の実践
に活かせるような経験ができればい
いなと考えています。また、私自身
が仕事と子育てのバランスがとれた
状態をつくりだすことも目標です。

ここ数年、「チャレンジ」「目標」を掲げずにいます。そ
の時々で感じたこと、出来事、出会いなどに対して、柔
軟に好きなように応じたいからです。
そして 1年を振り返り、自分のトピッ
クスを３つあげる。そんなスタンスで
過ごしています。今年もこれを継続し、
健康第一に頑張ります。どうぞよろし
くお願いします。

「まだ半分」か「もう半分」か。「自分の将来には無限の
可能性が…」と信じられるほど若くないが、「まだこれ
から」と思う反面、残りの期間でやれることは１年単位
で積算しておきたいぐらいの歳になった。「65歳まで働
くのは当然、その先何歳まで働けるかが社会貢献」とい
う時代に「まだ」なのか「もう」なのかは悩ましいが、
今年やるべきことをやり遂げる、それが今年のチャレン
ジだ。

どもと「創る」

「コ シ」のある人間になること

地域産業イノベーショングループ／水野巧基

いHEART で仕事に取り組み、プライベート
は存分に ART に触れる！
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高田剛司：
地域産業イノベーショングループ

木地師の歴史的価値と全国のつながりを再評価
～「木地師のふるさとシンポジウム」が開催されました～

「
平
成
の
氏
子
駆
・
氏
子
狩
復
活
事

業
」（
滋
賀
県
東
近
江
市
）
は
、
木

地
師
ゆ
か
り
の
「
小
椋
」「
大
蔵
」

姓
の
方
々
や
、
全
国
の
産
地
の
方
々

か
ら
多
く
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
事

業
と
な
り
ま
し
た
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昨
年
度
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も

事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
昨
年
11

月
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日
に
は
木
地
師
の
ふ
る
さ
と
シ

ン
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ム
、
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に
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寺
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「
日
本
の
産
業
や
文
化
の
振
興
に

貢
献
し
て
き
た
木
地
師
の
歴
史
的
価

値
と
全
国
に
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
再
評
価
し
、
そ
の
意
義
を
後
世
に

伝
え
、
木
の
文
化
、
森
の
文
化
の
大

切
さ
を
考
え
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
の

も
と
、
昨
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回

答
い
た
だ
い
た
ゆ
か
り
の
方
々
へ
も

郵
送
で
ご
案
内
を
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
当
日
は
市
民
を
は
じ
め
、
全

国
各
地
か
ら
１
６
０
名
も
の
参
加
が

あ
り
、
熱
心
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
オ
プ
シ
ョ

ナ
ル
ツ
ア
ー
は
一
般
の
参
加
者
全
員

が
小
椋
姓
（
！
）
で
、
初
め
て
会
う

に
も
関
わ
ら
ず
「
親
戚
の
集
い
」
の

よ
う
に
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で

の
ツ
ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。「
木
地
師

の
ふ
る
さ
と
発
信
事
業
」
の
進
展
が
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
楽
し
み
で
す
。

※
本
業
務
は
、
地
域
再
生
デ
ザ
イ
ン

グ
ル
ー
プ
の
三
木
健
治
と
浅
田
麻
記

子
も
担
当
し
て
い
ま
す
。

蛭谷地区の木地師資料館

シンポジウムの様子

君ヶ畑地区のまち歩き

紅葉が見頃の永源寺

高野隆嗣：
地域産業イノベーショングループ

秋
も
深
ま
っ
た
霜
月
の
休
日
、
弊
社

の
氏
神
様
を
祀
る
八
坂
神
社
に
お
い

て
、「
を
け
ら
再
生
キ
ッ
ク
オ
フ
セ

ミ
ナ
ー
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
国
境
な
き

環
境
協
働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
主
催
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

を
け
ら
詣
り
。
大
晦
日
の
午
後
七

時
か
ら
境
内
で
焚
か
れ
る
「
を
け
ら

灯
篭
」
の
炎
を
火
縄
に
移
し
、
消
え

な
い
よ
う
に
ク
ル
ク
ル
と
回
し
な
が

ら
お
参
り
す
る
光
景
は
、
年
末
年
始

を
代
表
す
る
風
物
詩
で
す
。
こ
の
灯

篭
で
焚
か
れ
る
の
が
生
薬
の
「
を
け

ら
（
白
朮)

」 

で
す
。
か
つ
て
は
菫
や

桔
梗
な
ど
と
同
様
、
全
国
で
広
く
野

生
種
が
見
ら
れ
た
そ
う
で
す
が
、
現

在
は
京
都
府
「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ

ク
」
で
も
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
八
坂
さ
ん
で
も
わ
ず
か

一
株
が
自
生
す
る
の
み
で
、「
を
け

ら
詣
り
」
の
際
に
は
薬
種
商
か
ら
購

入
し
た
も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
神
社
で
は
京
都
市
都

市
緑
化
協
会
の
協
力
を
得
て
、
た
だ
一

株
残
っ
た
白
朮
の
株
分
け
や
府
内
の
他

の
株
と
の
交
雑
に
数
年
前
か
ら
取
り
組

み
、
よ
う
や
く
百
株
ほ
ど
に
増
え
ま
し

た
。
更
な
る
草
勢
拡
大
を
目
指
す
中
、

「
八
坂
神
社
の
白
朮
を
東
山
地
域
の
皆

で
保
全
＆
再
生
の
取
組
を
広
げ
よ
う
」

と
い
う
願
い
の
も
と
で
開
催
し
た
の
が

当
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

　

八
坂
さ
ん
の
自
生
種
の
子
孫
と
な

る
苗
を
境
内
に
植
え
か
え
、
地
元
の

弥
栄
学
区
自
治
連
合
会
や
祇
園
商
店

街
、
お
茶
屋
組
合
な
ど
に
、
株
を
「
お

預
け
」
し
ま
し
た
。
今
春
に
は
更
に

数
十
株
を
お
預
け
し
て
取
組
を
広
げ

て
い
く
予
定
で
あ
り
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
育
ま
れ
た
「
東
山
産
を
け
ら
」

を
用
い
た
「
を
け
ら
詣
り
」
を
再
現

す
る
こ
と
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
目
標
で
す
。

家
庭
で
育
て
る
の
は
中
々
に
難
し
い

そ
う
で
す
が
、
根
は
生
薬
、
葉
は
天

婦
羅
や
お
浸
し
な
ど
に
美
味
と
か
。

「
を
け
ら
尽
く
し
」
の
お
料
理
を
、
祇

園
で
堪
能
す
る
日
を
夢
見
て
い
ま
す
。

東山発・白
を け ら

朮で街を彩ろう
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品川臨海部のマニアック（？）景観資源調査

品
川
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
東
海
道
、

江
戸
に
一
番
近
い
宿
場
で
す
。

　

風
光
明
媚
を
誇
る
品
川
宿
は
多
く

の
浮
世
絵
師
に
も
描
か
れ
て
き
ま
し

た
。
宿
場
の
茶
屋
越
し
に
帆
掛
け
船

が
浮
か
ぶ
朝
焼
け
の
江
戸
湾
を
描
い

た
歌
川
広
重
の
「
東
海
道
五
十
三
次 

品
川 

日
乃
出
」
や
、
桜
の
名
所
と
し

て
親
し
ま
れ
た
御
殿
山
か
ら
江
戸
湾

と
は
る
か
富
士
を
望
む
葛
飾
北
斎
の

「
富
嶽
三
十
六
景 

東
海
道
品
川
御
殿

山
ノ
不
二
」
な
ど
は
特
に
有
名
で
す
。

当
時
の
浜
辺
は
潮
干
狩
り
を
す
る
人

で
賑
わ
い
、
漁
業
や
海
苔
の
養
殖
も

盛
ん
で
、
寛
政
年
間
に
は
湾
内
に
鯨

が
迷
い
込
ん
だ
と
い
う
逸
話
も
あ
る

な
ど
海
と
の
関
わ
り
が
強
い
と
こ
ろ

で
す
。

　

し
か
し
近
代
以
降
の
埋
め
立
て
に

よ
り
、
現
在
は
海
と
の
つ
な
が
り
が

薄
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
モ
ノ
レ
ー

ル
か
ら
見
る
臨
海
部
の
風
景
も
ど
こ

か
リ
ア
ル
さ
を
欠
い
て
い
る
と
感
じ

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
品
川
の
水

辺
の
新
し
い
魅
力
を
発
信
し
、
人
々

に
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
景
観
面

か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

近
年
は
天
王
洲
ア
イ
ル
の
再
開
発

や
寺
田
倉
庫
に
よ
る
ア
ー
ト
ス
ペ
ー

ス
等
の
展
開
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
水
辺
の
魅
力
は
も
っ
と
多

様
な
は
ず
で
す
。
橋
梁
や
貯
蔵
施
設

な
ど
臨
海
部
な
ら
で
は
の
構
造
物
、

懐
か
し
い
団
地
の
風
景
、
手
が
届
き

そ
う
な
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ガ
ー
ド
下
な

ど
な
ど
、
見
方
を
変
え
れ
ば
光
り
だ

す
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
こ
う

し
た
資
源
や
そ
れ

を
見
る
視
点
場
の

発
掘
調
査
を
や
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は

地
元
の
人
た
ち
を

巻
き
込
み
な
が
ら
、

今
年
度
発
掘
し
た

資
源
を
活
用
し
た

魅
力
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

螺旋階段がキュートなタンク

マニア心をくすぶるダンチ

手が届きそうなガード下

らくさいスマートサイクリングの開催を支援しました

11
月
25
日(

土)

に
、
京
都
市
西
京
区

の
洛
西
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
大
枝
・
大
原
野

地
域
で
開
催
さ
れ
た
、
京
都
市
の
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ツ
ア
ー
「
ら
く
さ
い
ス
マ
ー

ト
サ
イ
ク
リ
ン
グ
」を
支
援
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
絶
好
の
サ

イ
ク
リ
ン
グ
日
和
で
、
約
50
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
ま
ち
び
ら

き
か
ら
40
年
以
上
が
経
過
し
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
、
様
々
な
施
設

の
老
朽
化
が
進
む
な
ど
、
住
宅
地
と

し
て
の
魅
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
平
成
28
年
度
に
は
、
訪
れ

る
人
、
住
む
人
に
と
っ
て
魅
力
的
な

ま
ち
に
な
る
よ
う
、「
洛
西
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
（
ア
ル
パ
ッ
ク

も
支
援
し
ま
し
た
）。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
農

業
・
歴
史
資
源
が
豊
富
な
大
枝
・
大

原
野
地
域
が
連
携
し
た
観
光
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま

れ
た
も
の
で
す
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
は
、
デ
リ
バ
リ
ー

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
や
、
地
域

の
宿
泊
施
設
や
鉄
道
事
業

者
と
連
携
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
地
域
の
飲
食
店
や
、

寺
社
、
園
芸
シ
ョ
ッ
プ
、

博
物
館
、
公
園
等
と
も
連

携
し
、「
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
」

の
実
施
や
、
地
域
内
で
同

日
開
催
さ
れ
て
い
る
複
数

の
イ
ベ
ン
ト
で
利
用
で
き

る
共
通
の
ク
ー
ポ
ン
券
の

発
行
等
、
地
域
の
資
源
と
参
加
者
の

接
点
が
で
き
る
よ
う
、
様
々
な
仕
掛

け
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
京
都
サ
イ
ク
リ

ン
グ
協
会
の
方
に
ツ
ア
ー
の
先
導
を

い
た
だ
い
た
り
、
電
動
ア
シ
ス
ト
付

き
自
転
車
の
レ
ン
タ
ル
を
行
う
な

ど
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
初
心
者
の
参
加

者
の
方
に
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
「
洛

西
に
ま
た
来
た
い
」、「
楽
し
い
サ
イ

ク
リ
ン
グ
だ
っ
た
」
と
い
っ
た
意
見

を
い
た
だ
き
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

様
々
な
資
源
や
ル
ー
ト
等
の
観
光
面

で
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
確
認
で
き
ま

し
た
。
将
来
的
に
自
転
車
を
活
か
し

た
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
に
期
待

を
も
て
る
結
果
が
得
ら
れ
た
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
の
地

域
で
の
持
続
的
な
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
構
築
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
本
業
務
は
、
嶋
崎
雅
嘉
と
金
井
秀

列
も
担
当
し
て
い
ま
す
。
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官民連携で未来の御堂筋を考える
「御堂筋チャレンジ」を実施しました 絹原一寛：

都市・地域プランニンググループ

昨
年
度
側
道
を
閉
鎖
し
た
ミ
ナ
ミ
御

堂
筋
モ
デ
ル
区
間
で
の
社
会
実
験

「
御
堂
筋
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　

通
行
空
間
か
ら
魅
力
的
な
滞
在
空

間
を
め
ざ
し
、
11
月
５
日
か
ら
20
日

ま
で
の
２
週
間
、
市
ほ
か
関
係
団
体

か
ら
な
る
実
行
委
員
会
と
、
地
域
の

協
議
会
の
共
催
で
行
い
ま
し
た
。

■
快
適
な
歩
行
者
空
間
に
向
け
て

　

自
転
車
通
行
空
間
が
整
備
さ
れ
た

も
の
の
、
駅
前
で
歩
行
者
通
行
量
も

多
く
、
自
転
車
と
の
交
錯
も
見
ら
れ

る
状
況
、
ま
た
放
置
自
転
車
が
歩
道

を
埋
め
尽
く
す
状
況
か
ら
、
歩
車
を

分
離
し
か
つ
座
る
こ
と
が
で
き
る

フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
設
置
。
加
え
て
、

休
憩
で
き
る
テ
ー
ブ
ル
・
ベ
ン
チ
を

毎
日
地
域
の
皆
さ
ん
で
設
置
、
放
置

自
転
車
削
減
と
滞
在
空
間
創
出
を
狙

い
ま
し
た
。

■
多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
創
出

と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
仕
組
み
づ
く
り

に
向
け
て

　

賑
わ
い
の
創
出
と
今
後
の
常
設
化

を
狙
っ
て
、
芦
原
橋
ア
ッ
プ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
御
堂

筋
上
で
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
、「M

USIC 

BUSKER

」
の
協
力
に
よ
る
公
認
ス
ト

リ
ー
ト
ラ
イ
ブ
、
さ
ら
に
英
國
屋
に

よ
る
カ
フ
ェ
出
店
、
シ
ェ
ア
サ
イ
ク

ルH
UBchari

の
ポ
ー
ト
設
置
を
実

施
。
今
後
、案
内
板
や
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー

に
企
業
名
な
ど
を
表
示
す
る
ス
ポ
ン

サ
ー
ド
の
仕
組
み
も
検
証
し
、
こ
れ

ら
を
維
持
す
る
財
源
の
獲
得
ス
キ
ー

ム
も
議
論
し
て
い
き
ま
す
。

■
官
民
の
連
携
に
よ
る
戦
略
的
な
都

市
再
生

　

公
道
上
で
の
実
施
ゆ
え
多
分
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
要
素
が
あ
り
ま
し
た

が
、
警
察
の
理
解
、
商
店
会
な
ど
地

域
の
参
加
・
協
力
に
加
え
、
官
民
一

丸
と
な
っ
た
体
制
構
築
が
実
現
で

き
た
こ
と
は
大
き
か
っ
た
と
感
じ
ま

す
。
今
回
を
機
に
、
滞
在
空
間
化
へ

の
ビ
ジ
ョ
ン
が
共
有
さ
れ
、
空
間
の

再
編
が
加
速
す
る
御
堂
筋
。
将
来
的

な
モ
デ
ル
整
備
延
伸
、
地
域
裁
量
で

の
管
理
・
活
用
へ
と
、
次
の
ス
テ
ー

ジ
へ
進
め
て
い
き
ま
す
。

移住促進パンフレット「高松市に移り住むという選択。」

大
都
市
圏
か
ら
地
方
へ
の
移
住
を
促

進
す
る
機
運
が
高
ま
る
中
、
高
松
市

で
は
平
成
29
年
３
月
に
「
高
松
市
移

住
・
定
住
促
進
方
策
に
つ
い
て
」
を

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
移
住
戦
略
で

は
、
既
に
仕
事
が
あ
る
、
又

は
起
業
す
る
力
の
あ
る
  ” 

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
“   
（
第
一
世
代
）

を
獲
得
す
る
取
組
が
多
く
、
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
高
松

市
で
は
「
社
会
増
１
０
０
０
人
」
を
実

現
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
フ
ロ
ン
ト
ラ

ン
ナ
ー
だ
け
で
な
く
「
収
入
は
下
が
っ

て
も
支
出
を
下
げ
て
暮
ら
し
を
安

定
さ
せ
た
い
」「
起
業
す
る
勇
気

は
な
い
が
、
子
育
て
等
に
ゆ
っ
く

り
時
間
を
か
け
た
い
」中
間
層（
第

二
世
代
）
を
戦
略
的
に
獲
得
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

他
都
市
と
の
比
較
等
を
通
じ

て
、「
就
業
の
し
や
す
さ
」「
生

活
の
し
や
す
さ
」「
子
育
て
の

し
や
す
さ
」
に
優
位
性
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
高
松

市
で
は
、
企
業
や
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
と
連
携
し
た
定
住
促

進
方
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
取
組

が
「
た
か
ま
つ
移
住
応
援
隊
」

で
す
。
高
松
市
へ
の
移
住
経
験

者
で
も
あ
る
３
名
の
「
移
住

リ
ー
ダ
ー
」
の
下
、移
住
サ
ポ
ー

タ
ー
を
募
集
し
、
市
内
や
首
都
圏
に

お
け
る
移
住
者
交
流
会
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
特
に
、
事
業
所
数
が

多
く
有
効
求
人
倍
率
が
高
い
高
松
市

で
は
、
多
く
の
企
業
が
人
材
の
獲
得

に
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

要
件
を
満
た
し
た
法
人
に
「
仕
事
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
登
録
し
て
い
た

だ
き
、
情
報
発
信
や
相
談
対
応
で
連

携
し
て
い
ま
す
。
仕
事
と
移
住
者
と

の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
、
戦
略
的
な

移
住
促
進
に
繋
げ
て
い
ま
す
。（
弊

社
が
当
方
策
の
調
査
研
究
を
支
援
し
て

い
ま
す
）

江藤慎介：
地域産業イノベーショングループ

第二世代の移住促進に向けて
－高松市移住・定住促進方策を策定しました

歩行者と自転車の分離を図る

御堂筋イルミネーションのもと佇む観光客
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ラグビーワールドカップ 2019 に向けて
“東大阪ショウテンズ ”もメンバー増強！

高田剛司：
地域産業イノベーショングループ

「
東
大
阪
シ
ョ
ウ
テ
ン
ズ
」
は
大
変

好
評
で
、
昨
夏
、
新
た
に
３
店
舗
を

追
加
募
集
し
、
15
店
舗
（
フ
ィ
フ

テ
ィ
ー
ン
）
が
揃
い
ま
し
た
。

　

レ
タ
ー
ズ
ア
ル
パ
ッ
ク
（
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・

２
０
１
）
で
紹
介
し
た
冊
子
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、
年
末
年
始
に
全

国
高
校
ラ
グ
ビ
ー
大
会
が
開
催
さ

れ
る
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

や
、
掲
載
の
店
舗
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
配
付
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
追
加
メ
ン
バ
ー
の
３
店
舗

へ
取
材
に
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
お
店
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
に
対
す

る
熱
い
思
い
が
寄
せ

ら
れ
、
昨
年
の
12

店
舗
と
合
わ
せ
、
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
富

む
美
味
し
い
商
品
が

並
び
ま
し
た
。
新
た

に
追
加
さ
れ
た
商

品
は
、
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
ル
型
の
サ
ブ

レ
、
シ
ュ
ー
ク
リ
ー

ム
、
ラ
グ
ビ
ー
場
の

フ
ィ
ー
ル
ド
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
ケ
ー
キ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

試
合
の
組
合
せ

や
日
程
も
決
定
し
、

花
園
ラ
グ
ビ
ー
場

で
は
イ
タ
リ
ア
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ト
ン

ガ
、
フ
ィ
ジ
ー
な
ど
の
国
々
に
よ
る

計
４
試
合
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
の
商
品
の
開

発
に
意
欲
を
見
せ
る
お
店
も
あ
り
、

来
年
９
月
20
日
の
開
幕
ま
で
、
地

元
に
よ
る
一
層
の
盛
り
上
が
り
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

グ
ビ

に
対
す

明日香村に新しいお客さんを呼び込め！ 
「歴史」だけじゃない新しい魅力を体験する実験イベント

昨
年
秋
に
、
奈
良
県
明
日
香
村

で
、
３
つ
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
験
イ
ベ
ン
ト
に
関
わ
り
ま
し
た
。

　

１
つ
は
、
ア
ー
リ
ー
ア
ダ
プ
タ
ー
な

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
「
棚
田
風

景
を
ひ
と
り
じ
め
！ 

飛
鳥
ぜ
い
た
く
ラ

ン
チ
＆
ハ
ン
モ
ッ
ク
で
シ
エ
ス
タ
」
で

す
。
ま
さ
に
棚
田
を
望
む
高
台
に
テ
ー

ブ
ル
を
置
き
、
村
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス

ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
が
地
域
食
材
を
活
か

し
た
料
理
を
ふ
る
ま
い
、
そ
の
後
は
、

め
い
め
い
が
好
き
な
時
間
の
過
ご
し
方

を
楽
し
み
ま
す
。
２
つ
め
は
お
も
に
欧

米
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
た
「
飛
鳥
自
転
車
散
歩 

〜
日
本
の

10
の
は
じ
ま
り
を
巡
る
〜
」
で
、
起
伏

の
あ
る
村
内
を
電
動
自
転
車
で
外
国
語

ガ
イ
ド
と
と
も
に
ス
イ
ス
イ
と
巡
り
ま

す
。
そ
し
て
３
つ
め
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
好
き
の

外
国
人
タ
ー
ゲ
ッ
ト
で
す
が
、「
歴
史

の
予
備
知
識
が
な
く
て
も
楽
し
め
る
！ 

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
フ
ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ

ク
さ
ん
ぽ
」
で
、
写
真
映
え
す
る
場
所

を
中
心
に
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
で
巡
る

ぜ
い
た
く
な
ツ
ア
ー
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
明
日
香
村
に
は
歴
史

フ
ァ
ン
を
中
心
に
、
リ
ピ
ー
タ
ー
も

含
め
て
一
定
の
集
客
が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
の
お
客
さ

ん
は
村
の
中
で
お
金
を
消
費
す
る
タ

イ
プ
で
は
な
く
、
経
済
効
果
が
限
定

的
で
し
た
。
そ
こ
で
、
歴
史
フ
ァ
ン

で
な
く
て
も
、
明
日
香
村
が
誇
る
魅

力
を
体
験
し
、
楽
し
め
る
と
と
も
に
、

村
に
も
一
定
の
お
金
が
落
ち
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
村
内
の
事
業
者
や
団
体

が
中
心
と
な
っ
て
考
案
し
、
そ
の
試

行
実
施
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
つ
の
実
験
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参

加
者
に
、
体
験
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト

に
回
答
い
た
だ
き
、
１
時
間
以
上

み
っ
ち
り
と
感
想
や
評
価
に
つ
い

て
本
音
で
意
見
交
換
し
ま

し
た
。
今
後
、
そ
れ
ら
を

踏
ま
え
て
、
旅
行
商
品
と

し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
、
販
売
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
明
日
香
村
に
ご

期
待
く
だ
さ
い
。

原田弘之：
地域産業イノベーショングループ
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中塚一
大阪事務所長

台湾のリノベーション最前線！

　「まちづくりをナリワイにして飯を食べていけるの
か」をテーマに、京都や滋賀のまちづくり関係者が平
成 22年から続けている研究会「まち飯」。この成果を
理事の谷亮治が前著「モテるまちづくり：まちづくり
に疲れた人へ。」（アルパックニュースレター 196 号で
紹介）に続き、平成 29 年 9月に「純粋でポップな限
界のまちづくり：モテるまちづくり２」として発行し
ました。
　前著を題材とした読書会を日本全国で 50 回以上開
催し、1,500 名以上の参加者からフィードバックをも
らう中、読書会のある参加者がつぶやいた、「なんか、
まちづくりって、専門家とか、人気者にしかできない
もののように見えて私からは遠く感じるんですよね」
という問いをきっかけとして、続編は生まれました。
　これまでの所謂 “まちづくり ”では、意識的にまちに
関わる「まちづくりの実践者」が、地域住民や周辺の
関係者に対して「なぜもっと積極的にまちづくりに関

わってくれないのか」と嘆き、疲れてしまう構図が見
られます。こうした「まちづくりの実践者」への処方
箋が前著であったならば、本書は専門家や人気者でも
ない “普通 ”のまちの人こそ、まちづくりで大切な役割
を果たしていることを明らかにしようとする内容です。
この本を読めば、まちづくり
に関心を持ってくれないと
思っていた “ 普通 “ のまちの
人に対する眼差しも、優しく
なること間違いありません。
　本書は前著に続いて著者に
よる自費出版です（通常価
格 2,500 円）。購入を希望さ
れる方は私までお問い合わ
せください（etou-sn@arpak.
co.jp、完売の際はご了承くだ
さい）。

「純粋でポップな限界のまちづくり
：モテるまちづくり２」が発行されました

紹介者：江藤慎介
地域産業イノベーショングループ

　台湾では、国家戦略として創意「Creative Taiwan」
を将来ビジョンとし、「文化創意産業」の発展をめざし
て、台北、台中、嘉義、台南、花蓮において、日本統
治時代に酒造工場や煙草工場であった長期に放置され
ていた産業遺産を、「五大文化創意産業園区」として選
定しています。昨年 11 月に台北と台中を訪れる機会
があったので、以下にこの２都市における「世界最先
端のリノベーションの実験場」を紹介します。
都心ど真ん中　最先端のクリエイティブ・エリア
　台北の「崋山 1914 創意文化園区」は、1987 年に
工場が移転し廃墟状態であった建物にアーティストが
ゲリラ的に潜入し壁画を描き始め、その後アートやイ
ベントの会場として利用されている工場群です。2007
年より洗練されたカフェレストラン、個性的なショッ
プ、台湾各地のプロダクト、ライブハウス、映画館な

ど、段階的に台湾文化の最先端の情報発信基地として、
極力既存の材料やデザインを残す形でリノベーション
されてきました。当日は高校生のダンス・コンクール
や酒造メーカーのイベント等が開催され、様々な世代
の方々が、個々の目的を持ちながらも相互に見る・見
られる関係の中で思い思いに楽しんでおられるのが印
象的でした。
台湾デザイン・アート活動のメッカへ
　日本統治時代に作られた台湾最大約 5.6ha の酒造
工場跡「台中文化創意産業園区」。2002 年に建物
が台中市政府によって文化遺産に認定され、台湾の
建築、デザイン、芸術の発信基地として動き出し、
2011 年に五大文化創意産業園区の一つに指定されま
した。展示、ホール機能中心でアート色が強く「崋山」
と比べると客足は少ない印象です。現地で翌日から

開催される第２回「台中国際
ダンスパレードフェスティバ
ル」に出演する北海道のよさ
こいチームに出会いました。
ダンスと音楽を融合させた台
中の新しいお祭りづくりに向
けて、日本のよさこいも海を
渡っています。

台中文化創意産業園区

著者：谷亮治発行者：まち飯叢書

崋山 1914 創意文化園区



大阪の都心・天王寺で、
見学会＆東西交流会を開催しました！

10

杉原五郎
代表取締役会長

堀口浩司：
取締役副社長（名古屋事務所長兼務）

　2018 年 1 月 8日に名古屋事務所を中区錦から中村
区名駅南に移転します 。
　近年、アルパックでは所内の体制を順次改め、事務
所単位での業務実施体制から専門グループによる地域
横断型の体制への移行を進めています。より高品質の
業務を行うべく、関西2事務所と東京や名古屋のスタッ
フの連携によって、他地域の技術蓄積の活用と経験交
流を行いつつあります 。
　データのクラウド化やテレビ会議などＩＴ技術の発
展がそのようなワークスタイルを支えている訳ですが、
打合わせや会議など他地域への移動は不可欠です。中
部地域に住まいを持つ名古屋の所員が他事務所で作業
をする、あるいは逆に関西のスタッフが名古屋で仕事
をするケースも出現しています。ホテリングオフィス
のための空間確保と、移動に要する物理的な距離や時
間を短縮するべく、移転先を名古屋駅近傍としました。

　リニア新幹線駅の整備など幾つかの拠点整備が進む
名古屋駅周辺で、東京や関西の動きをにらみつつ、名
古屋を含む中部地域全体の地域づくりに関わっていき
たいと考えています。
〒 450-0003 名古屋市中村区名駅南1-27-2
日本生命笹島ビル17F
TEL(052)462-1030　FAX(052)462-1061

名古屋事務所が移転します

　12月 8日 ( 金 ) の午後、見学会と東西交流会（都市
計画コンサルタント協会主催）が開催されました。見
学会に 26名、東西交流会に大阪と東京の会員 14名が
参加。
　最初の見学地は、JR 天王寺駅から歩いて数分の大き
く生まれ変わった天王寺公園でした。公園の入口エリ
ア（通称てんしば）と茶臼山北東部エリアを対象に、
近鉄不動産が事業者となり、事業期間 20 年で、魅力
創造・管理運営事業（パークマネージメント）が進め
られています。
　市民にとっては、安心して憩い楽しめる芝生広場と
賑わい施設ができたこと、大阪市にとっては、民間の
力で公園が再整備され（整備費約 17 億円）、毎年数
千万円の収入が得られることになりました。参加者か
ら、「都心のポテンシャルがある天王寺公園だから実現
できたのではないか」「都心の貴重な公共スペースに収

益的な事業を持ち込むことに問題はないか」との質問
がでました。
　天王寺公園の後、梅田、なんばに次ぐ大阪第３のター
ミナルで、42 年に及ぶ再開発事業がほぼ完了した阿
倍野地区を見学しました。阿倍野再開発には、商業と
住宅が混在する木造密集市街地約 28ha を対象に、約
4800 億円の事業費が投入されました。大阪市が事業
主体になって、都市計画と事業計画を何度も変更しな
がら、第二種市街地再開発事業として進められました。
　阿倍野に住み、働き、憩う市民の生活と天王寺の地
域イメージが一変しました。お洒落な店舗とアーバン
テラスのあるキューズタウン、高層住宅の立ち並ぶ現
地を歩きながら、地権者をはじめこの事業に係った関
係者が直面した困難とご苦労を実感しました。
　再開発の現地を見ながら、あべのハルカスの 13 Ｆ
で、参加者の交流と懇親を深めました。



〔
レ
タ
ー
ズ
ア
ル
パ
ッ
ク
〕
2
０
１
８
年
１
月
発
行
（
株
）
地
域
計
画
建
築
研
究
所　

http://w
w
w
.arpak.co.jp

消
え
る
ク
ラ
ヤ
ミ
と
梅
北
道
路
の
復
活

石川聡史：
都市・地域プランニンググループ

新
し
い
ま
ち
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
あ
っ
た
も
の
が
消
え
て
い
く

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
大

阪
駅
北
側
の
う
め
き
た
再
開
発
の
場
合
、

す
で
に
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
も
う
一
つ
地
味
な
が
ら
消
え
て

い
く
運
命
に
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
梅
田
と
大
淀
方
面
を
結

ぶ
「
梅
田
地
下
人
行
道
」
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。
梅
田
か
ら
新
梅
田
シ
テ
ィ

（
梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル
）
に
行
く
と
き
に
通

る
地
下
通
路
と
い
っ
た
ほ
う
が
わ
か
り

や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昭
和
３
年

開
通
と
い
う
こ
の
地
下
通
路
は
、
か
つ

て
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
ま
し
た

が
、
う
め
き
た
の
開
発
に
伴
っ
て
段
階

的
に
地
上
化
さ
れ
て
い
き
、
２
０
１
７

年
12
月
に
は
40
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
を
残
す

の
み
と
な
っ
て
２
０
２
４
年
ご
ろ
に
は

完
全
に
消
え
る
運
命
に
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
地
下
通
路
が
で
き
る
前

は
、
梅
北
道
路
な
る
も
の
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
伴
っ

て
廃
止
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
、
地
元
住

民
が
鉄
道
省
に
陳
情
し
て
地
下
道
が
整

備
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
こ
の

地
下
通
路
の
地
上
化
は
約
１
０
０
年
を

経
た
梅
北
道
路
の
復
活
と
も
言
え
ま
す
。

　

さ
て
私
は
子
ど
も
の
こ
ろ
、
こ
の
近

く
に
住
ん
で
い
た
た
め
、
自
転
車
な
ど

で
通
行
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

今
と
違
い
薄
暗
い
ジ
メ
ジ
メ
し
た
少
し

薄
気
味
悪
い
空
間
に
思
え
て
、
子
ど
も

の
間
で
は
「
ク
ラ
ヤ
ミ
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
も
の
で
す
。
一
方
で
、
下
町
の
雰

囲
気
が
残
る
大
淀
と
華
や
か
な
梅
田
を

結
ぶ
こ
の
通
路
は
、
こ
れ
ら
の
異
世
界

を
つ
な
ぐ
暗
闇
で
あ
り
、
今
思
え
ば
雪

国
で
は
な
い
も
の
の
「
長
い
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
そ
こ
は････

」
を
体
感
で

き
る
面
白
い
遊
び
場
で
し
た
。

　

そ
の
ク
ラ
ヤ
ミ
が
変
わ
り
だ
し
た
の

が
約
25
年
ほ
ど
前
の
こ
と
。
新
梅
田
シ

テ
ィ
の
開
業
で
照
明
が
強
化
さ
れ
、
壁

面
に
は
装
飾
も
な
さ
れ
ま
し
た
。
人
通

り
も
一
気
に
増
え
ま
し
た
。

　

大
淀
側
の
通
路
の
出
入
り
口
正
面
が

新
梅
田
シ
テ
ィ
だ
っ
た
た
め
、
周
辺
へ

の
に
ぎ
わ
い
の
波
及
は
限
定
的
で
し
た

が
、
今
後
、
う
め
き
た
２
期
の
進
展
に

伴
い
、
大
淀
の
ま
ち
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で

し
ょ
う
。
ク
ラ
ヤ

ミ
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
は
少

し
寂
し
い
気
も
し

ま
す
が
、
ま
ち
が

に
ぎ
や
か
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

地下道：かつてはもっと暗く長い空間でした

大淀側の出入口
大阪市の市章を３つ組み合わせたオブジェがあります

梅田側出入り口にある銘板
「梅北道路復活期成同盟會」という団体が鉄道省に

陳情してつくられたと書いてあります


